
学校運営協議会大田原市教育員会

９年間を見通した系統的な教育活動の推進

区 分 前期 基礎期（学級担任制） 中期 活用・定着期（一部教科担任制） 後期 発展・充実期（教科担任制）

１～４年生（小１～小４） ５～７年生（小５～中１） ８・９年生（中２～中３）

自ら学びを深める
主体的な学び手の
育成

【自ら学び、課題を解
決する児童生徒】

〇学ぶ楽しさを知り、進んで学習に取り

組むことができる。

〇自分の気持ちや考えを表現できる。

〇学ぶ意味を理解し、主体的に学習に取り組

むことができる。

〇自分の気持ちを相手に伝わるように、表現

できる。

〇将来の目標に向かって、メタ認知しな

がら、調整して学習を進めることがで

きる。

〇根拠を明確にしながら、自分の考えを

表現できる。

地域とつながり、
ともに生きる「あたた
かな心」の育成

【心豊かに、地域と共
生する児童生徒】

〇友達と仲良くできる。

〇明るい挨拶ができる。

〇約束やきまりを大切にできる。

〇思いを伝え合いながら、様々な世代の方と

交流できる。

〇進んで挨拶ができる。

〇きまりを守り、礼儀正しく行動することが

できる。

〇互いの意見を尊重しながら、様々な世

代の方と協働することができる。

〇明るい学校・地域づくりを意識しなが

ら、場に応じた挨拶ができる。

〇きまりの意味を理解し、社会の一員と

しての責任を果たすことができる。

自分らしくたくまし
く生きる「心身の基
盤」の育成

【心身を整え、たくま
しく生きる児童生徒】

○運動の楽しさを知ることができる。

○「早寝・早起き・朝ご飯」の生活リズ

ムを守ることができる。

○運動に親しみ、進んで運動活動に参加する

ことができる。

○望ましい生活習慣を意識して、生活するこ

とができる。

○生涯にわたり、運動に親しむための資

質や能力の向上に努めることができ

る。

○望ましい生活習慣の実践により、自己

管理能力を高めることができる。

〇９年間の学びをつなぎ系統的・継続的に行うことにより、学習習慣の定着を

図りながら、児童生徒の学習意欲の向上や思考力・判断力・表現力等を育成

し、確かな学力を身に付けさせます。

〇小学校で培った「じぶん力」「なかま力」を土台に、中学校での「為すことに

よって学ぶ」探究的な学習へと繋げます。。

若草中学校区小中一貫教育の目標

「確かな学力と豊かな心を育み、地域とともに切り拓く『主体的な学び手』の育成」

大田原市小中一貫教育の目標
9年間を見通して目指す子供像を共有し、子供たちの豊かな人間性・確かな学力・

コミュニケーション力・社会的応力の育成と向上を図ります。

〇９年間の系統的な体育・食育・安全教育により、生涯にわたって心身の

健康を自ら管理できる実践力を養います。

〇児童生徒の良好な人間関係づくりやコミュニティ・スクールを核とした地域と

の協働を通して、自己肯定感・自己有用感を育成し、豊かな心や社会性を育成

します。

〇郷土を愛し、より良い社会を共に創造しようとする資質を養います。

大小・若中 小中一貫教育 めざす子供像
「自ら学び、課題を解決する児童生徒」 「心豊かに、地域と共生する児童生徒」

「心身を整え、たくましく生きる児童生徒」

小中一貫教育推進組織

校長会

運営委員会
【 校長 教頭 主幹教諭 教務主任 】

PTA・地域・東地区公民館
・関係機関等との連携

教務部会

９年間の指導の系
統性を図ったカリ
キュラムの作成と
検証

①系統性のある指導
計画の作成と活用

②小中交流活動の計
画と作成

③小中一貫教育の推
進状況についての
評価・改善

学習指導部会

小学校で育成する「じ
ぶん力（自己課題解決
の基礎）」を、中学校で
の探究的な学びへと
系統的につなぐ
①９年間を見通した「自
己課題解決型授業」の
共通モデルを作成す
る。
②英語教育の推進

③ICTの効果的な活用

④教科担任制と中学校教
員による乗り入れ授業
の実施

児童生徒指導部会

規範意識を高め、小学
校で培った「助け合
い」を「誠実な社会参
画」へと発展させる。

①学びに向かう集団づく
りの充実

②望ましい人間関係づく
りの充実

③小中合同の道徳授業・
いじめ防止の取組

④中１ギャップ解消のた
めの取組

健康安全指導部会

たくましい心身の基
盤を育成し、小学校で
培った「高め合い」を
「自己管理」へと発展
させる。
①９年間一貫した食育・
健康・安全教育プログ
ラムの推進

②体力向上の推進・望ま
しい生活習慣の推進

地域連携・CS 部会

コミュニティスクー
ルを核にし、「地域と
ともにある学校」を
具体的な教育活動と
して実現する。

①地域住民を講師に招い
た地域課題解決プロジ
ェクト（「しろやま時習
館」等）の企画・運営

②小中合同の地域貢献活
動（ボランティア、地域
行事への参加）の調整

③学校運営協議会、地域
学校協働本部との連携
窓口

若草中学校区「学校課題」

｢確かな学力を礎に地域と連携し、これからの社会を切り拓くことができる児童生徒の育成｣ ～学業指導の充実による学びに向かう集団づくりと自己課題解決能力の育成を通して～


